
氏名 光石亜由美

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

平　成　２６　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本近代文学会、日本文学協会、日本比較文学会、韓国日本語文学会

学部担当科目

・言語文学
・国文学講読
・演習Ⅰ
・演習Ⅱ
・現代文化論Ⅰ
・近代文学概論Ⅰ
・近代小説論

・模擬授業
・日本文学協会運営委員

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・図書委員、博物館委員、紀要委員、国際交流委員、セクシュアルハラスメント防止委
員、奈良大学総合研究所員
・限界挑戦サークル、文芸部顧問

　【社会的活動】

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・科学研究費補助金　基盤C生殖とセクシュアリティの近代―東アジアにおける「近代
家族」とジェンダー　研究代表者：宮坂靖子 研究分担者（平成24～26年度）

自然主義文学をはじめとする、文学におけるセクシュアリティ言説の形成

日本近代文学専門分野

名古屋大学大学院人間情報学研究科・博士後期課程満期退了

博士（学術）

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

授業科目 ・近代文学論演習Ⅰ

大学院博士後期課
程担当科目

通信教育部担当科
目

・
・
・
・



単著

単著

単独

単独

単著

単著

単著
③梶山季之の『京城昭和十一
年』―－京城の歓楽街を歩く

②　「〈震災〉以後の韓日・
日韓関係――韓流ブームの行
方」

① 「植民地朝鮮における
〈遊廓〉という空間――中島
敦「プウルの傍で」を中心に
――」

① 書評　「『論潮』第六号
（特集　金時鐘）」

②

（学術論文）

①フォーラム　セクシュアリ
ティ

③

③

（学会発表）

2014年9月27日

2014年5月10日

②　項目執筆
『『坊っちゃん』事典』

③

②中島敦「プウルの傍で」に
おける――朝鮮人遊廓の表象
と〈越境〉への欲望

（その他）

2014年10月

研究業績[著書、学術論文等]

概　　　　　　　要

（著書）

①

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

著書､学術論文等の名称

『性欲の研究』（平
凡社）

2015年3月

日本近代文学2014年11月

2014年10月

韓国日本言語文化

日本近代文学会関西
支部会報　20号

勉誠出版

2014年12月

韓国日本言語文化学
会（於：ソウル　誠
実女子大学）

韓国・木浦大学校日
語日文創設２５周年
記念国際シンポジウ
ム「韓日両国の人文
学者が見た韓日・日
韓関係―－東日本大
震災と最近の両国関
係を視座に入れて
（ そ の 回 顧 と 展
望）」

単著､
共著
の別


